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居住環境と児童のアレルギー性疾患等との闘遵牲に闘する調査餅究
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児童のアレルギー性疾患の有症率が全国的に上昇していることを背景に,居住環境との関連性を明らかにするために,疫学的な

調査デザインを行い,全国規模の調査を実施した。その結果,①全国的にアレルギー性疾患の有病率は高く50%前後であり,特に,

アレルギー性鼻炎の有病率が最も高いこと,②アレルギー性疾患の原因として花粉,ダニ,ハウスダストの割合が高いこと,③児

童のアレルギー性症状は室内環境要因に関連があり,特に,湿気が多い状態(ダンプネス)と各症状とに有意な関連性が示され,

結露やカビの発生が結果として児童のアレルギー性疾患の発症に影響している可能性があること,などがわかった。
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6)ダンプネス,7)結露,8)カビ
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InJapan,thereisanincreaseinallergicdiseasessuchasasthma,respiratorysymptom.Inordertoclarifytheassociationbetweenindoor
environmentalfactorsandhealthproblemssuchasallergicdiseases,anepidemiologicalsurveyhasbeendesignedfbr4thand5thgrade
primaryschoolstudentsinallofJapan.ThissurveyrevealstheratioofchildrenallergicsymptomsinJapanandthepossibilityofthe
associationbetweenadversehealtheffectandindoorenvironmentalfactorssuchasdampnessinbuildings.

1.はじめに

近年,児童のアレルギー性疾患の有症率は全国的に上昇

しているが,その原因には遺伝的要因や食物などの他,現

代人が90%以上を過ごす文Dといわれている室内の居住環

境の変化も無視できない。室内の居住環境では,各種建材,

家具,家電製品,PC,生活用品や殺虫剤などから化学物

質が発生しており,特に近年,VOCのみならず可塑剤,難

燃剤などの添加剤に含まれるフタル酸エステルや有機リン酸

などが発生しており,これらの物質と健康障害との関連性が

指摘されている。また,建物の気密性の向上と不適切な換気

計画が原因で室内の湿度が上昇し,それに伴い結露の発生

や,カビ,ダニ,ゴキブリの微生物が繁殖しやすい環境に推

移してきた。即ち,居住者は化学物質や微生物のようなアレ

ルギー性疾患の誘発因子に対する曝露リスクが高くなったとい

える。既に,スウェーデン,ブルガリア,中国等の国々では,

大規模な疫学調査を企画・実施し,居住環境との関連への

関心は国際的に非常に高まっている。

これまでに,居住環境とアレルギー性疾患や喘息に関する

調査研究・報告例は国内でも見られるが,それらの既往研

究では室内でのVOCsとカビ数の物理環境測定およびアン

ケート調査を行い,どの因子が優位に影響しているかについ

てのみ検討しているものが大半である。また,室内環境の形

成に深く関わる断熱気密性や換気などの建物に関する調査

項目が十分ではないため,建築的な観点からの防除策の提

示には至っていない。

そこで本研究では,①建物の断熱気密性能,換気量,室

内温湿度などの建築環境工学的視点を取り入れ,居住環境

がアレルギー性疾患や喘息に与える影響を,疫学的な調査

を通じて明らかにする,②得られた結果を基に居住環境に関

連する健康リスク要因を明らかにし,最終的に我が国特有の

建築的な防除策を体系的に整備する,ことを目的とする。

申請者らの研究グループでは大きな研究フレームを,

Phase1～Phase3と3段階想定しており,Phase1でア

レルギー性疾患の有病率調査,Phase2でPhase1の調査
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対象を患者群(ケース)と対照群(コントロール)に分けたケー

ス・コントロール研究の手法を用いたアンケート調査,Phase

3ではさらに対象を絞り込み,実測調査を計画している。なお,

本申請はPhase1,ならびにPhase2に対して行った。

2.居住環境とアレルギー性疾患に関する文献調査

本研究を進めるにあたって,既往の調査研究を中心にレ

ビューを行った。

スウェーデンにおける疫学調査(DBH)文2)譲3)では,児童

の喘息や鼻炎,湿疹の症状は住宅内の結露・カビの発生と

関係しており,戸建住宅の80%,集合住宅の60%で換気

回数が0.5回/hを満たしておらず,湿気被害の原因となっ

ていることが示唆された。また,ハウスダスト中のDEHP濃

度と喘息,BB2P濃度とアトピー性皮膚炎・鼻炎において

関連性が見られている。また,ブルガリアにおける疫学調査

(theALLHOMEstudy)文4)においても,スウェーデンの調
査と同等のハウスダスト中のDEHPが検出され,DEHP濃

度と児童における咳症状に有意な関連性が確認されている。

その他にも,シンガポール文5)においてはカビの被害と児童

の鼻炎・結膜炎,環境中たばこ煙の曝露と咳や鼻炎等との

関連性が見られている。フィンランド文G)における調査でも生

活エリア(リビング・寝室等)における湿気による被害と喘息

の関係性が認められた。日本における全国規模の調査では,

岸ら文7)は戸建住宅425軒を対象に環境測定を行い,アレ
ルギー症状と湿度環境との関連を示している。また,このよ

うな居住環境と健康影響との関連性を検討した疫学調査によ

り得られた知見(エビデンス)を総合的に解析・統合(メタ・

アナリシス)すると,結露・カビが発生する住宅では,発生

しない住宅よりも呼吸器系の症状が現れるリスクが30～50%

高いことが示されている文8)。

3.疫学的手法に基づいた調査デザイン

本調査では,全国の小学4,5年生を対象とした大規模な

調査を企画した。アレルギー性疾患は遺伝的要因や食物要

因,環境要因が関係しているが,1⑪歳前後の児童は最も体

内のIgE抗体量(アレルギー性症状の発症と関連)が多く,

環境要因に作用されやすいといわれている。そのため,本

研究では,小学4,5年生を対象とした。

調査プロトコールは,スウェーデンで実施されている疫学調

査(DBH)文2)を参考にしており,調査段階を踏むごとに調査

対象を限定し,より詳細な内容を把握する。

図3-Gに調査の概要を示す。調査は3っのPhaseから成る。

Phase1では,アレルギー性疾患の有無と種類に関する全

国規模のアンケート調査を行う(サンプル数約26,000件)。

Phase2はケースeコントロール研究と位置づけ,Phase1

で得られた有効回答の中から3,000件程度の対象と抽出し,

アレルギー性疾患と居住環境との関連について詳細アンケー

ト調査を行う。さらに,Phase3は臨床的調査とし,居住環

Phase1アレルギー性疾患有病率調査
言周査時期.20077～2008.10
調査規模・n=26,000
対象・全国の小学4,5年生

【概要〕アレルギー性疾患の
有無と種類を把握。
Phase2の調査のための母集団
を確保する。

Phase2の調査対象者の選定
20079～200810

Phase2ケース・コントロール研究
調査時期,2008.2～200812
調査規模・n=3,000
対象・Phase1の有効回答から選定

【概要】アレルギー性疾患と
居住環境について詳細な
アンケート調査。

Phase3臨床的調査
調査時期,200810・-2010.3
調査規模,nニ100
対象Phase2から選定

調査データ入力・分析
20083～200812

【概要】化学物質,微生物,
温湿度換気量を璽と冬に測定。
ヒアリング調査。

図3-1調査の全体概要

境がアレルギー性疾患に及ぼす影響を検討するために,住

宅の実態調査を行う。測定対象住宅はPhase2の調査結果

に基づき選定する。調査項目は,化学物質濃度や微生物量

(カビ,ダニ等),温湿度,換気量などである。同時に,居

住者の生活行動やアレルギー性疾患等の症状に関するヒアリ

ングも行う予定である。

Phase1は2007年7月から開始し,順次アンケート用

紙の配布・回収を行ってきた。また,Phase2の対象住宅

に対しては,2008年2月よりPhase1と平行してアンケー

ト用紙を配布・回収した。Phase3は,Phase1ならびに

Phase2の調査結果を参照しながら,200S年11月より開始

予定としている。

4.児童のアレルギー性疾患の実態調査(Phase1)
4.1調査概要

Phase1調査として,児童のアレルギー性疾患の有病率等

の実態を把握する。調査対象は小学4,5年生とし,各都

道府県の教育委員会と小学校に調査協力を依頼し,承諾を

得られた小学校を通じて,図4-1に示すアンケート用紙(返

信用はがき)を配布する。

調査項目は図4-1に示す通りであり,回答は対象児童の健

康状態を熟知している保護者に依頼した。各種疾患に関す

る回答は,医師の診断に基づくものに限ることとし,自らの判

断での症状の申告は避けるよう周知した。

調査は2007年7月より北日本から順次実施し,2008年

12月頃まで継続する予定である。本研究報告では,2008

年10H上旬までに回収されたアンケートの集計結果をもとに

考察を行う。

4.2配布数と回収率

表4-1に結果を示す。小学校への調査への協力依頼は,

全都道府県に対して実施したが,協力不可の県がいくつか
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見られる。比較的,北海道,東北,北陸,関東地方の各都

道府県の割合が高くなっており,西日本の小学校の協力は

少ない。配布数は,20,832件であり,当初計画の26,000

件をやや下回っているが,今後の継続調査により件数を増や

す予定である。回収数は6,034件,回収率は29.0%である。

回収率は高いとはいえない。2,217件からPhase2での調

査アンケート調査への協力を得ることができた。

4.3単純集計結果

図4-2～図4-5にPhase1の集計結果を都道府県別に

示す。先ず,各地ともアレルギー性疾患の有病率が高く,

50%前後を示しており,2人1人が何らかのアレルギー症

状を有していることになる。この割合は,埼玉県文9),宮城県

又lo),秋田県文1Dでの調査でも同様であり,本調査のみが特

異な結果である訳ではない。一方,化学物質過敏症やシッ

クハウス症候群の有病率は相対的に低いが,これらの症状

は診断が難しいことが疾病の特定に反映されず,その結果,

有病率が低くなっている可能性がある。また,アレルギー性

疾患の有病率は,女子よりも男子の方が高い傾向にあり,一

般的に指摘されていることと照合している。

次に,症状別に見ると,各地とも「アレルギー性鼻炎」の

有病率が最も高く,次いで「ぜん息」や「アトピー性皮膚

炎」の割合が高い。これらの症状は,地域によりばらつきが

あるが,地域性は明確でない。「アレルギー性鼻炎」の有病

率は全体では30%であるが,岩手(41.9%),岐阜(43.6%),

静岡(43.6%)では,割合が高い。「ぜん息」は車の排気ガ

スや工場等からの煤煙により,大都市域ほど有病率が高くな

る可能性が指摘されている文12)が,今回の調査結果では明

確ではない。また,沖縄県はアレルギー性疾患の有病率が

小さいため,症状も他地域比べてあまり見られない。

今回得られた有病率を文部科学省により実施された「アレ

ルギー疾患に関する調査研究」(2004年度公立学校全数

調査)泊)'X']13)と比較すると,文科省調査では主な症状では

10%前後であるため,本調査の方が全体的に高くなってい

る。この理由として,問題意識が高い者の方が調査に参加

する可能性が高いことにより生じる選択バイアスの影響が否め

ない。ちなみに,非回答者全員がアレルギー性疾患では無

いと仮定した上で,再度有病率を求めると,10%程度となる。

本調査でのPhase1の位置づけは,Phase2の対象を抽出

するための事前調査とする意味合いが強いため,このような

母集団との差異については,深くは追求していない。

アレルギー性疾患の原因として,「花粉」「ダニ」「ハウス

ダスト」の割合が高い。また,「ペット」「カビ」を原因に挙

げる割合も少ないとはいえない。逆に,「金属」「昆虫」「薬

物」を原因であるとした割合は低い。各地ともアレルギー性

疾患の原因として,「花粉」の割合が最も高く,栃木(44.5%),

岐阜(51.3%),静岡(44.3%)では40%を越えている。また,

「ハウスダスト」の割合は「花粉」に次いで高く,特に,秋

あなたのお子様についてお尋ねします。該当する回答を0で囲
んで下さい。

質問1あなたのお子様の性別は?[男・女]
質問2あなたのお子様は,医師から以下(①～③)と診断され
たことがありますか?

①化学物質過敏症

②シックハウス症候群

③アレルギー

はい・いいえ

はい・いいえ

はい・いいえ

「③アレルギー」にて「はい」と答えた方は質問3,4に,
「いいえ」と答えた方は質問4に回答してください。

質問3(1)どんな症状のアレルギーですか?(複数回答可能)
喘息,結膜炎・鼻炎・アトピー性皮膚炎・
消化管アレルギー・その他(

)

(2)何に対してのアレルギーですか?(複数回答可能)
花粉・ダニ・ペット・ハウスダスト・カビ・食物・
金属・昆虫・薬物・その他()

質問4居住環境と健康影響の関係について,より詳しいアン

ケート調査(10ページ程度回答所要時間15分)を企画してい
ます。調査に協力していただくことは可能でしょうか?

はい・いいえ

「はい」と回答いただいた方は以下をご記入ください。

ご住所:

お名前:

E-mailアドレス:

電話番号:

お忙しい中,ご協力いただきありがとうございました。
※個人情報保護のため,添付いたしました「個人情報保護シール」

をご利用下さい・[No.]

図4-fPhase1のアンケート用紙

表4-1Phase1の配布数と回収状況

      都道府県醜布数(件)回収数(件)回収率(%)Phas2)←

      

      さ、6591552352626
      岩手県38016042.13525
      宮城県69521430.83528

      秋田県一一一一一福島県一3、コβ5116一一66i動一一一4821.8-4141551393-8
      栃木県14292561796737
      群馬県5671703003913
      埼玉県1688570338130117

      千葉県一東京都神奈川県一Z.蔓84-Z57882一一一2、2鍍一177-27829.8-234-一一一一315505-一一一3947393--2153
      新潟県4541643611819
      岐阜県1384029.0125
      静岡累5061402772514

      愛知累恕咳府和歌山県一β44β236320a33105一32.3-一一一一a隻928926--51427-5_24
      鳥取県2094{19655
      島根県18169381128
      岡山県351337421

      広島県　一一一一山口県50-一一87一17-2434.0--27.6一一一5--41-一一r-6
      徳臨県1333425663
      香川県431125631
      佐賀県6811271862220

      鹿児臨県一一一一沖縄累206-一一一四一4q9一コ9孟.一一一一47-一一一一一
      208326034290125596

田(29.2%),宮城(29.0%),東京(3L6%)では,比較的割

合が高くなっている。アレルギー性疾患の原因物質として室

内中の「ハウスダスト」は無視できないことがわかるが,ハウ

スダストにはダニやカビ等の微生物,花粉,SVOC等が含

まれると推察され,これらが何らかの影響を及ぼしている可能

性が示唆できる。
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                    項目性別北海道050100%岩手県050100%宮城県050100%秋田県050ioO%福圏県050100%栃木県050100%群馬県050100%埼玉県050100%
                    化学物質過敏症男子女子i…〔1.3%)12(00%}(00%)(01%)(00%){00%}(1B%}(00%)

                    シックハウス症候群一一『一一1一一「　一一一.一...『レルギー性疾患男子女子11〔19%)Irr-_一Ii-一一.一一一1.-112鉤〔1.4%)「一.一(0.3%)145%1-一.{06%)                    .ア.　一『一一男子女子一.一{533%}(527%}一(oo艶}(543%)(09覧}(50.9%)                    1(516%〕{524%)1{423%},〔587%}.
                    02550%02550%02550%02550%02550%02550%02550%02550%

                    萎憬e顧藤蛆ー辱ミムトぜん息男子女子〔11,0%)(65%)1…{150%}1:(106%)(138%}〔110%)(129%)(90%}(171%)(129%)〔114%}(119%)
                                

        
1{146%}…1(83%}(29.2%)                    アレルギー性結膜炎男子女子(145%){173%)

                                                            アレルギー性鼻炎一一　一一一一.rr」一アトピー性皮膚炎男子.女子男子女子                                         

                    〔376%)〔158%)(04%){25%)(398%}(13.3%}〔16%)(39%){382%)(176%)(1.2%}(24%}(305%}{158%}(04%}〔5金%)                    .

        
            

64%)(14.5%)(00%){OO%)

            
        

(313%}.(21%)(21%)                    消化管アレルギー男子女子(303%}!(203%),〔19%}7{39%}1(419%}1{131%}…一…}1・…(3・8%}                    その他男子女子

                   
                                        ダニ男子女子(285%)(210%)(56%)                    〔194%}〔206%}〔161%}〔292%}1〔146%}1(83%}

         
           
.                    男子女子一                   

                    ペットー一一一一一ハウスダスト男子女子

                                                          食物一一.一一.一一.金属男子女子一.一一一..男子女子        
             

.3.3%
                    昆虫男子女子

                    藁物一一一一一.一一一一.一一一一一その他男子.女子男子女子
                    不明男子女子〔60%》〔口口(51%){口膠                    口

0
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図4-2Phase1の単純集計結果(北海道～埼玉県)
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                   項目性別千葉県050100%東京都050100%神奈川累050100%新潟県050100%岐阜県050100%静岡県050100%愛知県050100%大阪府050100%
                   化学物質過敏症男子女子〔OO%}II(OO%)(00%)(OO%}…1〔00%)(00%)(00%)1(oo%1
                   一シックハウス症候群男子女子(04%)1:(06%}(00%)(06%)Ii〔25%)1(00%)(00%}1:(00%)
                   一アレルギー性疾患男子女子(489%〕(415%)〔433%)                   〔480%)-〔599%)(625%)〔586%).〔545%}

                   02550%02550%02550%02550%02550%0255D%』02550%

                   萎環e顧綴襲1婦・ミムトぜん息.一一.圃「「男子.女子.男子女子「(186%)i…(85%)(333%)(237%}{17%)(34%)(76%}(115%).〔86%}(71%}(43%)(69%)
                   .i(179%}…1(152%)1

                                      アレルギー性結膜炎ii{127%}11(88%}                    層…(128%){242%)
                                      アレルギー性轟炎男子女子57.6%口                    〔98%)(8.5%)(226%}(189%)〔00%)(24%},〔313%)                   (320%)(151%)(07%}(50%}436%)(129%)(00%}〔57%}(106%)(00%}(19%){364%)(152%}                   アトピー性皮膚炎.r-一一消化管アレルギー男子女子(319%)…〔150%)(04%〕(39%)                    ■.9

                   …1…(436%}(231%)旨:(00%)i(00%)旨(30%)(91%)                   一一一男子女子
                   その他男子女子

                   

                  
                   530%

                   

                  

                   (242%)(152%),〔121%)              
     

(513%)(205%):…(179%)

                   ペツト男子女子
                                      ハウスタスト男子女子

                  
                   (05%}口(日

                   .『カビ男子女子(50%)(口目〔61%}〔口'目

                                      食物男子女子                    (51%)(.男女平均.(29%)口(・日242%){30%):{152%}.(30%}i.(0.0%}……(°°%}1:(30%)く男女平均)(30%)口男子N=18団1女子N=15

              
     

(23.1%}1{77%}圏(128%).Ii(0.0%}II'1(51%}ヨ1(OO%lII(26%}(錫女平均)口男子N=18(00%〕目子N=22

                   金属一・一一一一一一一一一一毘虫男子女子                    男子女子

                   藁物男子女子

                   その他一・　一"}圃一一一一一一一」`1一一一不明男子一玄子男子女子

0
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図4-3Phase1の単純集計結果(千葉県～大阪府)
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               項目性別和歌山県050100%鳥取県050100%臨根県050100%岡山県050100%広畠県050100%山ロ県050可00%徳島累050100%香川県050100%
               化学物質過敏症男子女子1〔00%)〔00%)(14%)(OO%)1(1M%)(00%}(0.0%}〔oo%)

               シックハウス症候群一..一...一一一「アレルギー性疾患男子女子1(10%}一一一昌・」一(0.6%}一(OO%1(00%}(σ0%).一.一一一.(00%)一一(OO%}〔oo%}一一.一一一一一L-..一一一.               男子女子・1(333%),(308%)               〔362%):(488%).1、(706%)・(583%).〔588%)'..{636%〕
               02550%02550%02550%02550%02550%025509も02550%

               萎唄e顧藤組ー竺玉採ぜん息男子女子.60.0%Il(118%}(59%).(83%}〔125%)〔147%)1(00%)(182%}               '(195%}.口(308%){154%)
               -.(98%)               アレルギー性結膜炎男子女子(9.5%}旨〔76%)                ,幽:、{265%}..

               アレルギー性轟炎一一一一一一一.一アトピー性皮膚炎男子女子一一一.r.一男子女子88.9%563%口               -.〔43%}(101%){203%)(188%)〔0.0%}〔00%).(231%}(77%}(00%)〔00%)'i(382%)159%)(00%)(59%}・(273%)               (70.6%}〔59%)1(00%}(00%)(45,8%)(83%)(00%}(00%}               1(248%)(124%}(19%)(29%)層.≧:               消化管アレルギー男子女子(317%}(146%)(00%)1(00%)〔364%}・'欝驚・・..灘lI(00%)1(01%}               その他男子女子

              
               

              
               .               ペットハウスダスト男子女子一一一一一男子女子〔195%)(195%)(98%)1(268%)・幽         

      
.(231%}(77%}〔00%)(154%)(00%)(00%)(06%)〔oo%)男女平均}舅子N=5女子N=8

               

                            
          

     
(476%)(00%}(00%)…(00%)(00%}(00%)(男女平均}口1男子N=9(00%)鵬女子N=8

               食物一一.一一一金属男子女子男子女子

                              (00%}(霧(00%)〔182%}3(OO%)(00%}(00%)〔00%〕{男女平均)男子N=5               昆虫男子女子

               薬物.一その他男子女子男子女子
               不明男子女子(口((00%)團                (83%)團(91%鵬.女子N・6

0

2550"!eO2550%02550%02550%02550%0

図4-4Phase3の単純集計結果(和歌山県～香川県)

         項目性別佐賀県050100%鹿児鼠県050100%沖縄県050100%
         化学物賢過敏症男子女子(00%)(00%}(00%〕
         一シックハウス症候群男子女子(00%)(00%1{00%)
         アレルギー性疾患男子女子(45ア%}(375%}〔263%)

         

         02550%02550%02550%

         萎娯e顧藤恕・1皆・ミムトぜん恩男子女子〔71%}(08%)(25%}(100%}(225%}(75%)(00%}(25%){OO%}(00%)(158%)〔53%}{OO%)(00%}         アレルギー性結膜炎男子女子

         アレルギー性轟炎アトピー性皮膚炎男子塞子男事女子      
    

(291%}(181%}(00%}〔00%〕

                  

         一消化管アレルギー男子女子
         その他男子女子

        
         ダニ男子女子

         ペットー一一一.「1-.一一ハウスダスト.一一」「一.　一一一一一一一カビ男子茎モー男子裏子.男子女子

                  

         155%}呂

         食物男子女子

         金属L-一一.一一一」一一一一..・昆虫男子玄子一男子女子
         薬物男子女子

         その他ず.一一不明男子女子一勇事女子(25%)(5
02550%02550『/oO

図4-5Phase1の単純集計結果(佐賀県～沖縄県)

2550%0 2550%0 2550%

5.ケース・コントロー一ル調査(Phase2)

5コ調査対象と調査方法

調査対象は,Phase1にてPhase2のアンケートに協力

可能か尋ね(図4-1に示す通り),承諾が得られた居住者ヘ

アンケート用紙を送付した。表5-1にアンケート用紙の配布

数と回収数を示す。表中の「Phase2対象者」は,送付先

の住所が明記され,住所不明により返送された分を除いた数

である。配布先は都道府県毎に示しているが,地域によりば

らついており,均等に配布している訳ではない。本研究報告

では,次世代省エネルギー基準における都道府県の省エネ

ルギー区分文14)に従って1～VI地域の6つの地域毎に集計

を行う。なお,V,VI地域は対象数が少ないため,IV地域

に含めて扱った。2008年10月上旬現在にて,Phase2ア

ンケートの有効回答数は1,347件(回収率64.9%)である。

基本的にPhase2に協力可能な住宅にアンケート用紙を送

付しているため,高い回収率が期待されるが,現段階では

回収率60%程度となっている。回収分の児童の性別は,男

子:566人,女子:781人となり,女子の割合が高い。

アンケートの送付時期は,Phase1による結果が得られた

後であり,2008年4月から順次配布している。2008年10

月現在も,Phase1は継続しているため,Phase2アンケー

トの配布は継続して行っている。2009年1月頃まで配布す
2550%

る予定である。
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5.2調査項目

調査に用いたアンケート用紙は,呼吸器・アレルギー性疾

患の疫学調査に広く用いられているATS・DLD質問票(環

境庁版)を基にして,シックハウス症候群と関連が深いとされ

るアレルギー性疾患等文15)に見られる主要な症状や,室内

環境を中心とした居住環境ならびに家族の健康状態に関す

る質問を付加したものである。

表5-1Phase2の配布数と回収状況

    都道府県地域区分Phase2対象者1回収数徊収率(%)
    北3'一一一一岩手県1地域一一一亘地域劃一5627-.一一一52,9-29151.8
    宮城県皿地域624369.4
    秋田県1地域24617671.5

    福畠隠一一栃木県一一一一一一一一群馬県皿地域一τ一一正V・V・VI地域一20-1P3-531050.0--59.一一5Z32750.9    埼玉県20513465.4
    千葉県86054663.5

    東京都一一一　一一一神奈川県6946一β6.ヱー一一四「    一一一10379176.7
    新潟県皿地域392666.7

    岐阜県爪1・V・VI地域17952.9    静岡県一一一圃一一一一一41-一一一一一563175.6--3867.9    愛知県
    大阪府12975.0

    和歌山隈　rr一鳥取隈4β一103473.9-一一一一440.0
    岡山県22100.0

    徳島県一一一一　『一一β4777.83175.0    香川県
    鹿児島県107170.0
    沖縄累31133.3
    合計2077137649

表5-2に主な調査項目を示す。調査項目は児童の個人属

性,健康状態,住宅属性,室内環境に関連する内容である。

また,遺伝的素因を明らかにするために,家族のアレルギー

体質に関する項目を設けた。児童の呼吸器・アレルギー性

疾患の調査項目として,「持続1生のせき」「持続性のたん」「喘

鳴」「花粉症様症状」「気道過敏症」「喘息様症状(既往)」「喘

息様症状(現在)」「アレルギー性疾患(既往)」を取り上げ

た。各症状の定義は環境庁の大気汚染健康報告書に準じ,

ATS-DLD調査票では,各設問の組み合わせにより,各症

状の有無が判定できる。

アンケート用紙作成においては,スウェーデンで実施されて

いる疫学調査(DBH)文2)にて用いられているアンケートを入

表5-2Phase2の調査内容

調査内容の分類 調査項目

臆の個人離櫻期の栄養 ・出生順位
・アレルギー歴

居
住
環
境

・児童の体調不良症状・アレルギー性症状
・持続性の咳やたん,気道過敏症,喘息様症状等の
呼吸器系症状健康状態

i・湿疹アトピー,花粉症様症状などのアレルギー症状
旨・医師の診断による既往症・同居家族の体調不良症状

周辺環境

住宅属性

1・周辺環境の特徴
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・築年数,居住年数
・住宅形式
・開口部の構成
1・暖冷房設備

・周辺の施誤
・住宅構造
・床面積
・部屋の広さ,仕上げ材
・換気設備

室内環境

1・居室の暖房,換気状況・結露の発生状況
旨カビの発生状況・ペットの有無
・喫煙状況(喫煙者の有無一日の喫煙本数)
・播除の頻度・防虫剤等の使用状況

           調査項目麟)。1地秘)1。。(度数)。皿地域欝)1。。(麟)。皿地聯1。。IV・V・VI地域(%)(度数)0501。。

           1周辺地域!噸数回答住1可能)宅1住宅地域耕作地域工藁地域商業地域その他・不明傑記入)231023142563172731991348雪15688           II:1,…(N=27)1IIIi(障、。5)!旨…(N=139)            ……(N=974)

           のトー周2辺,環1周辺施設境1(複数回答可能)…1幹線道路工場農地果樹國ゴミ処理場等高圧鷺線その他・不明(無記入)135602241198985327127920571318135431394977312121857

    
       

1旨1(N・27)…            

           EI!(N・205)…1IIE!II・1(N・139)……1(N=974}

           1築年数1一旨居住年数画1年未満1年以上3年未満3年以上5年未満5年以上10年未満10年以上20年未満20年以上わからない一一一一一一1年未満1年以上3年未満3年以上生まれてからずっと0118125001161054194050755膏1891774613355028091068481563882443631776--35128474・318

           

           lI(N.27)…一画1圃1(N=974)li           -一一一一一一…;(N=205)II(N=197)II…(N=139)一一」一一一1(昨135):1畠           一一一一一

           

           2'・(N・27)lIIr"㌶「『(N=955)

           宅1属1性住宅形式r-一一一一一一1…床面積…戸建住宅木造の纂合住宅鉄筋(鉄骨)の集合住宅その他一一一一一一一100㎡未満で00～150㎡未満150～200㎡未満200r㎡以上不明1845蔓9122041648214-　-375132295594531」と4238211224609203151641526894431401           i.一一一一1一131…(N=197)一一一一一一一__一一1…(N=1971i…(N=136)「一一一『一一一…lI、(N=139)

                          
       

II(N=27)一一一一1…1(N=27):

           …(N=960)1ヨ11(N=974)           12

                      1關口部の構成1枚ガラス2枚ガラスサッシが二重構造5164Il52767075451765624953            …(N=137)1(N=958)           1(N=25)11(N・2。5)

0

501000501000

図5-1Phase2の単純集計結果(住宅属性)

50 1000 50 100
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手し,必要と思われる項目は反映した。例えば,結露・カビ

発生やPV家電等の使用状況に関する項目は,Phase2の

調査項目に含めた。

5.3集計結果

(1)住宅の周辺環境と属性
図5-2に単純集計結果のうち,住宅の周辺環境と属性に

関わる項目の結果を示す。周辺環境として,「住宅地域」に

属する住宅は各地域とも割合が高い。「耕作地域」は1地

域で3%であるが,II地域以南では,15～30%を占めて

いる。また,周辺施設には「幹線道路」の割合が高い。

住宅形式では,「戸建住宅」が各地域とも60%以上を占

めており,「集合住宅」では,鉄筋(鉄骨)が多い。竣工年は,

10年以内と19年以上が半数程度の割合である。児童の居

住年数は「3年以上」が最も多く,50%前後である。床面

積は,「196～150mL'未満」の割合が高いが,集合住宅の

割合が高い皿～W地域では,「100m2未満」が多い。開口

部の構成では,1,R地域では「2枚ガラス」の割合が高く,

1地域では6⑪%である。一方,III～VI地域では「1枚ガラ

ス」の割合が高く,南下するほど窓の断熱性能は低下してい

ると見て取れる。

図5-3に単純集計結果のうち,住宅設備に関わる項目の

結果を示す。

暖房設備には地域性が見られ,寒冷な地域ほど「給排気

式暖房機」「煙突付きストーブ」「床暖房」「温水式放熱器」

の割合が高くなっている。皿～W地域では「ファンヒータ」「電

調査項目

冷
房
・
暖
房
設
備

居間の
暖房設備
(複数回答
可能)

居間の
冷房設備
(複数回答
可能)

暖房機器の
使用状況
(居間)

暖房機器の
使用状況

(子供の
寝室)

給排気式温風暖房機

煙突付石油ストーブ(灯油)
煙突付ストーブ(灯油以外)
石油ファンヒーター

小型石油ストーブ

電気ストーブ
電気カーペット

電気パネルヒーター

電気こたつ

電気温風器
床暖房

温水式放熱器(セントラル式)
温風吹出し(セントラル式)
暖房していない

冷風吹出し
ルームエアコン

その他

冷風吹出し(セントラル式)
ルームエアコン

その他

冷房していない

終日運転

起床～就寝
朝・昼・夜
朝・タ食～就寝
夕食～就寝

睡眠時

暖房しない

その他

終日運転

起床～就寝
朝・昼・夜

朝・夕食～就寝
夕食～就寝

睡眠時
暖房しない

その他

機械換気

第1種機械換気

第3琴重機械換気

わからない

その他

換
気
設
備

機械換気の
運転状況

常に運転
日中のみ運転
夜のみ運転
運転させていない
その他

換気の理由
(複数回答
可能〉

喫煙者がいる
新建材異がする
1まこりっ1ま　し、
湿度が気になる
乾燥が気になる
花粉症の家族がいる
アレルギー性疾患の家族がいる

その他
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図5-2Phase2の単純集計結果(住宅設備)
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機カーペット」「こたつ」「エアコン」の割合が高くなる。同様に,

冷房設備の保有率も南下するほど高くなり,IV・V・VI地域

では80%である。居間での暖房機器の使用状況では,1

地域で「終日暖房」が52%であるのに対し,III～VI地域

では「朝・夕食～就寝」が約50である。子供の寝室では,「暖

房しない」割合が高い。居室の換気として「第3種機械換気」

が50%以上を占めている。「第1種機械換気」の割合は1

地域で高く,35%である。運転状況では,必ずしも「常に運転」

させている訳ではなく,間欠的な運転の割合が高い。しかし,

ll地域以南では「運転させていない」割合も高く,20%前

後が該当している。換気の理由としては様々であるが,湿気

の制御や,花粉症あるいはアレルギー性疾患の家族への配

慮を理由とする場合が,それぞれ20%程度となっている。

(2)湿度の関わる室内環境

図5-3に単純集結果のうち,湿度に関わる室内環境に関

する項目の結果を示す。

居間ならびに子供の寝室の湿気では,1地域で「乾燥ぎ

み:の割合が高い。H地域以内では,居間よりも子供の寝

室にて「湿気を感じる」割合が高くなっている。これは,暖

房の運転状況との関連していると推察され,子供の寝室では

暖房する時間が短いため,比較的温度が低いことに起因して

いる。室内の結露は,「窓・サッシ」の割合が高く80%程

度を占めている。また,カビの発生についても,「窓・サッシ」

が多く,40%程度の割合である。また,「結露しない」割合

には地域ごとの差は顕著ではなく,50%程度が該当している

ため,50%の住宅では程度の差はあるものの結露が発生し

ているといえる。

(3)児童のアレルギー性症状と家族の健康

図5-4に単純集計結果のうち,児童のアレルギー性症状に

ついての結果を示す。何らかのアレルギー性症状(既往)が

          調査項目(度数)。1地聯㎜(度数)。∬繊1㍗)欄(度数)。皿綴1㍗)㎜ロ・V・VI地域(%)(度数)050100

          湿気を感じる「帽間の湿気乾燥ぎみ1特に感じない2168。…14558941旨:1(N=205}2342376壌90肇93572II          

          孕や(N=27)…(N=139)(N=974)1

          11子繕室謬購じる特に感じない7118762992391975III235142575II(N=974)          1…1(N=27)1           (N=205),(N=139)

          壁1床…居間の羅天井(複数回答窓・サッシ可能)押入れ結露しないわからない一一壁ヨ子供の灘床雲鰯1荏llIわからない1012223040019で50II…1201151362152漁2513714130454liI10739893011060で04925150151373335179760141708281266II         

          「…1(N・27}…1(N=205)一一一1…:;1…:2(N=139)…1lI(N=974)-1                              一一一一一一一一一一一一一一一『「II

          

          IIE(N=27)11(N=205)……(N・139)11(N=974)

          「:壁1床1居間のカビ天井1(複数回答窓・サツシ可能)押入れ結露しないわからない100哩001502魂517211921984143670146615103292749087II…(N=974)          1旨…1Il……1…(N=205)        
   

…(N=139)

          締          IE(N=27)

          壁鞠lllIわからない50192151…12697892678121462499601096232733839459891(N=974)          

          II(N=205)II…1(N=139)          

          (N=27)

0
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図5-3Phase2の単純集計結果(湿度環境)
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          調査項目(度数)。1地聯㎜(度数)。H地秘)1。。麟)。皿地聯㎜(度数)。MV『避域(%)1。。

          健康状態持続性せき持続性たん喘鳴花粉症様症状気道過敏症嚇息様症状(理在)喘息様症状(既往)アレルギー性疾患(既往)何らかのアレルギー性症状(現在)何らかのアレルギー性症状(既往)00011430191321(N=27)…IEIl3413106301371381151531(N・2・5)1!17312851456838998(N=139》II2214535801閉94840676608731:(N=974)1          

          …12旨:1…II…                    1始.　
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図5-4Phase2の単純集計結果(児童のアレルギー性症状)
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          調査項目(度数)。1地域!㍗>1。。(臨1地聯㎜(度数)。皿地域1㍗)1。。(麟)。N'v'避域(%)1。。

          II不調の原因と考えて1いるもの(複数回答可能)家1自動車の排気ガスエ場・焼却場からの煙花粉建材家具のにおい暖房機からの燃焼ガス室内のダニ室内のカビほこりたばこの煙芳香剤・防虫剤食べ物ストレス・疲労季節の変わり目体質その他10714064142061615181II9088504674787霊501295繧0810414817320634206214117546557875175771781421914434072106440144652167                     1

                          
    

II(N=205>

          1:Il(N=205)1

                                        (N=27)(N=974)

          族の1健康状父親の態既往症状1花粉症気管支炎百日咳ぜん息じんましん湿疹アレルギーアトピー中耳炎副鼻腔炎(ちくのう)5402357244(N=27)462701525272391928II(N=205)5713372314191010204質7037515512414355113117
          (N=205)(N=974)

                              母親の1既往症状II花粉症気管支炎百日咳ぜん息じんましん湿疹アレルギーアトピー中耳炎副鼻腔炎(ちくのう)350492615272361226745471434337129010342528122928494148109624418621386231162          1(N=138)1(N=974)
          

          1(N=27)II(N=205)
0
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図5-5Phase2の単純集計結果(家族の健康)
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ある児童は70%程度である。この結果は,吉野らが行った

宮城県内での調査結果(68.8%)文10)や長谷川らの秋田県で

の調査(66.0%)文1Dと同程度である。また,現在,何らか

のアレルギー性症状(現在)がある児童は60%程度で,過

半数の児童に何らかのアレルギー性症状が見られる。アレル

ギー性症状として,「花粉症様症状」の割合が高く,1地域

で40%,IV・V・VI地域で60%であり南下するほど割合が

高くなっている。

図5-5に単純集計結果のうち,家族の健康状態に関する

項目の結果を示す。父親,母親ともアレルギー性症状を訴

える場合が見られ,遺伝的要因の影響が検討できる。これら

体調不良の原因として,「ストレス・疲労」「季節の変わり目」

を挙げる割合が高いが,「室内のダニ」「室内のカビ」「ほこり」

など,アレルゲンの存在を示す回答も見られる。

6.各症状の関連要因の単変量解析によるオッズ比

6.1解析方法

健康には多くの要因が複合して影響するが,各要因がどの

程度症状に寄与しているか検討するためには,交絡因子注2)

の影響を除去した上で要因解析を行う必要がある。本研究報

告では,居住環境に関連する各種要因と「症状なし群」と「あ

り群」についてクロス集計を行い,単変量解析により「症状

なし群」に対する「症状あり群」の発症リスクであるオッズ比(以

後,OR)を算出し,各要因の影響寄与の程度を明らかにする。

6.2解析結果

表6-1に単変量解析によるオッズ比を示す。「男子」が何

らかの症状においてはORが有意に1.0より大きいが,その

他の症状では明確でない。また,「父親ならびに母親のアレ

ルギー体質」がある児童は,ない児童に比ベアレルギー症

状を発症するリスクが無視できず,児童の症状が体質と大き

く関わることが確認できる。

周辺環境が「耕作地域」である場合,農薬等の影響が結

果に現れることを予想したが,予想に反して「耕作地域」の

ORは有意に1.0より小さいものとなった。理由は明らかでな

いが,これは東らの調査結果文9)と同じである。また,「工業

地域」「幹線道路」付近では,ORが有意に1.0を上回り,

特に,「工業地域」の気道過敏症ではORが3.5となり,リ

スクが大きい。住宅形式では,「集合住宅(木造)」の場合

にORが1.0より大きくなる,。改修・改築では,「換気設備

設置」において有意確率は小さくないが,ORがLOよりも

大きい。これは,何らかの健康被害を回避するための措置と

して,換気設備を設置したと解釈すべきと考えられる。

暖房設備では,「開放式ストーブ」にて喘息様症状のOR

が2.06となり,関連性が示唆される。また,「床暖房」の

ORが1.0以上であることは,床上のアレルゲンが対流し易

いことが影響している可能性もある。換気設備では,「第1

種換気」の方が「第3種換気」よりもORが小さくなっている。

床材のうち,「カーペット」のORは有意に1.0よりも大きい。
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また,子供室については「ござ」のORが4.58(気道過敏

症,Pく0.001),3.52(花粉症様症状,P<0.001)となってお

り,アレルギー性疾患との関連性が高い。

室内環境の「湿気」はORが1.0以上の場合が多く,気

道過敏症や花粉症様症状で有意である。また,室内の「結

露」では,何らかの症状にてORが1。73(PくO.OOI)とな

り,関連性が高いことが示される。また,「カビ」の発生に

っいて,全ての症状にてORは1.0以上であり,有意に関

連性が認められる。特に,花粉症様症状との関連性が強い

(1.64(P<0.001))。(水による)シミについても,ORが有意

に高く,各症状との関連性が指摘できる。従って,湿気が多

い状態(ダンプネス)により結露やカビが発生し,その結果と

して児童のアレルギー性疾患の発症に影響している可能性が

窺える。

防虫剤の使用では,ORが1.0より大きい症状が見られる。

また,ペットの飼育,喫煙,寝具では,有意な関連性は見

られない。

7.まとめ

児童のアレルギー性疾患の有症率が全国的に上昇してい

ることを背景に,居住環境との関連性を明らかにするために,

疫学的な調査デザインを行い,全国規模の調査を実施した。

本研究報告では,児童のアレルギー性疾患の種類と有病率

を把握するため調査(Phase1),ケース・コントロール研究

に基づく調査(Phase2)について分析・考察を行い,以下

の知見が得られた。

①全国的にアレルギー性疾患の有病率は高く50%前後であ

り,特に,アレルギー性鼻炎の有病率が最も高い。また,ア

レルギー性疾患の原因として花粉,ダニ,ハウスダストの割

合が高い。

②暖房環境に関連すると考えられる開口部の構成や保有す

る暖房設備など項目には,地域性が見られ,寒冷な地域ほ

ど性能が高くなる傾向がある。

③何らかの体調不良症状を有している児童は60%程度であ

り,過半数の児童に何らかのアレルギー性症状が見られる。

アレルギー性症状としては,「花粉症様症状」の割合が高く,

南下するほど割合が高い。

④親のアレルギー性症状に関連する体調不良の原因として,

「ストレス・疲労」「季節の変わり目」を挙げる割合が高いが,

「室内のダニ」「室内のカビ」「ほこり」など,アレルゲンの存

在を示す割合は30～50%と小さくない。

⑤各症状との関連要因について検討するために単変量解析

を行った。児童のアレルギー性症状は室内環境要因に関連

があることが示唆された。特に,湿気が多い状態(ダンプネ

ス)と各症状とに有意な関連性が示され,結露やカビの発生

が結果として児童のアレルギー性疾患の発症に影響している

可能性が示された。

表6-1単変量解析によるオッズ比

      要因何らかの症状(現在)喘息様症状気道過敏症花粉症様症状
      人隈性性別男子1女子軸の1.58,脅薩0.06"曲1.42曲燗●1.39      父親のルルギー体質あり1なし一1-一母親のルルキ㌧体質あり1なし1・44二1.711.69†脅2991.231.071.35†一一{.48†

      周辺環境住宅地域あり1なし1.171.171.001.12      耕作地域あり1なし1.060.831.63†0.90

      工業地域あり1なし交通量の多い幹線道路あり1なしt64†髄1.452.12†1.083・501露1.73曹2.151.12
      農地あり1なし1.121.470.641.3{
      ごみ処理場あり1なし1650.000.000.00

     
      3～5年110年以上1.31†1.120.951.25
      5～絶年110年以上1141020.800.78

      筆蹴一雛ヒ1.33曲1.480.QO1.401.181301.651.42†
      集合RCあり/なし1.歪3・1.95α820.88

      改改あり1なし築水周りの改修あり1なし・床板の張替えあり1なし1.110.991.071.721.87†1.79㌻0.540.670.770.700.60†0.73
      改壁や床のペンキ塗りあり1なし1.102.410.000.32
      修換気設備設置あり/なし140†1.93†1.79†1.54†

      FF式温風暖房器あり1なし暖煙突付きストーブあり1なし1.竃51.160.620.001.76†0.41・1.300.33†
      騨放式ス・一ブあり1な・1.24†鴨2.060.761.00
      備床暖房一あり1なしエアコンありノなし1.41†-1180.57088tβ2†0971.11一一1.03
      換気設備の有無あり1なし1.29†0.960.970.85

      第1種換気1なし0.77†0.680.34†0.61†

      換換気設備の種類第3種換気1なし気齢1.431.081.221.07
      換気設備の臨離畿離一1.020.921.304.62†0.741.47・0.42-0.87
      木質系建材あり1なし0.920.800.620.78

      壁嵩墨壷一ルクロス墓協套ヒ0.89116肇.58{590.731.641.霊41.03
      材子木質系建材あり1なし1.180.950.740.84
      供ビニールクロスあり1なし0921.250.991.49†
      室塗壁あり1なし077†1160.781.02
      畳ありノなし1.170.53†0.970.81

      居カーペットあり1なし輔■2.000.821.261.18
      間フローリングあり1なし2.460.00雀.040.88
      床ござあり1なし1.151.71†1.161.25

      材畳あり1なし子1.070.660900.88
      カーペットあり1なし・1.320.741.14091

      筆・一・ングあり1な・1.022.083.28†2.13
      ござありノなしF000補馳4.58輸鴨3.52

      室内環境湿居湿気感じる1感じない0.840.801.161.47†
      度間乾爆感じる1感じない1180941.261.02

      環俄湿気感じるノ感じない1.121.38●1.71鴨1.61-一一一一圃一一〇.72      境室乾燥感じるノ感じない131†1.140.66
      結露の発生あり1なし葡脅1731261211.40†
      力居間ありノなし幽1.461.18禽1.74"・1.64
      ビ子供室あり1なし曲1.441.0191.8491.76

      シ居閻あり'なしr一一一一一τ一一一一一ミ子供室ありノなし脅1.511,33†1.25161f2・35:2072・29::2.43
      防虫剤の使用あり1なし爵1.38254†0.701.02

      鶏畢寝i室墓呂チ套ピー一一一0.83-一『一r画0731.01一一一一一一一1.280.917-一一一1.240.780.97
      ペットの飼育ありノなし0940.991.120.89
      室内での喫煙あり1なし1231.460.850.89
      具敷布団ノベッド1001.210.780.85

      掃除の雛郷藩亀1,30†0.930.57†0.6望0.79-0.710.790.86
有意確率:t★+pくO.OOI,"pく0.01,tp〈O.05,†p<0.2

<注>

1)文部科学省は児童・生徒のアレルギー疾患の実態と,学校に
おける取組の現状を調査している。対象は,全国の公立小学校,

中学校,高等学校36,830校,12,773,554人である。
2)評価したい因子以外の,結果に影響を及ぼす潜在的な要因。
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